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 先週の日曜日１１月９日は牛津産業祭でした。数年前までは、砥川小の４年生がこの産業祭でも、石

工の里保存への募金活動として、版画カレンダーを販売していました。自分たちが作ったカレンダーを

売った収益を、石仏保存の活動費に使ってもらおうというものです。しかし、コロナ禍を境に産業祭への

参加をやめていたようです。今年、牛津商工会からの出演依頼の話があり、ステージで石工の里につい

て学んだことを発表することで 4年生に目標を持たせ、自信をつける機会にしてはどうかと４年担任の

〇○先生に相談し、教頭先生のバックアップのもと、４年生の総合的な学習の時間の成果を発表するこ

とになりました。内容は４年生と話し合い、「砥川っ子ソーラン」を踊り、替え歌や言葉で石工の里の素

晴らしさをＰＲし、カレンダー購入のお願いをするというものです。まずはカレンダーの版画制作。続いて

製本。そして出し物練習です。昼休みの特訓など授業時間以外にも練習を重ね頑張ってくれました。 

 いよいよ当日。たくさんのお客さんや売り子さんがひしめく中に、「砥川小です。石工の里カレンダーを

買ってください。」と呼びかけました。４年生の頑張りと、「例年楽しみにして買っています。」といった声

もあり、なんと３７５００円分も販売することができました。初めは小さな声でしたが、多くの方に買ってい

ただき嬉しかったのでしょう、いきいきと笑顔で活動する４年生はちょっぴり成長した気がします。そして

ステージ発表。本番に強い子供たち、力強くソーランを踊り、堂々と発表することができました。こうした

積み重ねが自信となり、主体性や積極性、人と関わる力を伸ばすと思います。今回は送迎等、保護者様

のご協力があったからこその取組みでした。本当にありがとうございました。地域の方にも喜んでいた

だけたので、 次年度も継続できたらいいなあと思った牛津産業祭への参加でした。 

４年生大活躍！ 牛津産業祭 

 しばらく、紹介ができず申し訳ありません。前回は５年生の〇〇さんと、●●さんを紹介し

ていました。その二人が次のあいさつ名人を教えてくれました。それは４年生の△△さんと、

５年生の□□さんです。△△さんは礼儀正しいあいさつが出来るなあと、私も感心していま

したが、子供が見てもそう思えるというのだから本物ですね。また、□□さんは、砥川の野球

チームに所属しており、いつもハツラツとした元気な挨拶ができ、下級生のよい手本となっ

ています。きっと野球部内でも次のリーダーとして活躍が期待されますね。元気な挨拶がさ

らに広がるよう、これからも見守りたいです！頑張れ砥川っ子！！ 

「あいさつリレー」 次は ４年生の△△さん、５年生□□さんです！ 

 

 


